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主  論  文 
 
A simple flow cytometric scoring system is useful for distinguishing myelodysplastic 






（Acta Medica Nagasakiensia・2011 年 12 月掲載予定） 
 
長崎大学大学院医学研究科内科系専攻 
（指導教授 宮崎泰司 教授） 

















長崎大学病院血液内科で診断した MDS 患者 26 名と、非 MDS 貧血患者 18 名を検討。MDS
患者は、WHO 分類では、不応性貧血（RA）15 名、多血球系異形成を伴う不応性汎血球
減少症（RCMD）11 名。非 MDS 患者は、二次性貧血（ACD）5 名、赤芽球癆（PRCA）1
名、再生不良性貧血（AA）2 名、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）3 名、鉄欠乏性貧血













１． MDS 患者では、芽球の抗原発現異常（CD7、CD19、CD56）を 11%に認めた。顆粒
球成熟段階の発現異常（CD16/CD13、HLA-DR/CD11b）を、MDS 患者は 50%、非 MDS
患者は 22%に認めた。 




性貧血を除く非 MDS と MDS（RA）、MDS（RCMD）間にも、それぞれ有意差を認め





の他の貧血患者群と比較すると MDS 患者群で有意に高値であり、MDS の診断に有用で
ある可能性が示唆された。赤芽球系や巨核球系の表面抗原を測定しなくても、芽球と
顆粒球系の表面抗原発現検査のみで、MDS 患者とその他の貧血患者の鑑別が可能とな
る意味は大きいと考えられる。今後使用する抗体の数や種類の検討・改良を行い、よ
り多数例で有用性を検証していく予定である。 
 
